
一般財団法人宮城県建築住宅センター

戸建住宅の外皮性能評価方法について
～標準計算ルートの利用上の留意点～

（初級者～中級者向け）

※外皮計算シート(標準計算ルート用の計算書)については、一般社団法人住宅性能評価・表示協会で出典しているもので、
【H28】木造戸建て住宅［標準入力型］EXCEL版 ver2.4（2022年10月7日公開）を使用しご説明いたします。



本日の内容

１．戸建住宅の外皮性能評価方法の種類

２．標準計算ルートの流れについて

３．外皮面積の算出範囲と外壁面積算出寸法について

４．基礎等の熱損失量の計算における新計算法と旧計算法の違いについて

５．外皮計算書【標準入力型】による

内訳計算シートＣ（基礎壁、基礎等の熱損失量）の入力について
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１．戸建住宅の外皮性能評価方法の種類

•標準計算ルート(等級４以上)※1
（住戸の外皮面積を用いて評価する方法）

•簡易計算ルート（モデル住宅法等）
（基準への適否を手計算により評価できる簡易な方法）

•省エネ仕様基準(等級４)※1または誘導仕様基準(等級５)※1
（性能基準への適否を計算によらず確認できる方法）

※1：断熱等性能等級の適用等級を表します

（↑各種制度と評価方法については、次頁で説明）
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戸建住宅の各種制度と評価方法の関係

・〇は評価可能、

・〇⁴,⁵は等級4または 5のみ
評価可能

・〇⁵は等級5のみ評価可能

・△は複合建築物の場合に
評価可能を示しています。

・※モデル住宅法では、
等級を取得できないため、
長期優良住宅認定制度に
は使用できません。

⁴,⁵
出典：改正建築物省エネ法 オンライン講座 住宅省エネルギー技術講習テキスト【令和２年度作成】

【基準・評価方法編】（第２版）
※改正により一部、出典もとの資料とは異なりますので、ご確認ください。

〇⁵

〇⁵

〇⁵
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２．標準計算ルートの流れについて

①表紙
地域区分と等級の選択

②シートＡ
各方位の外壁面積等

③シートＢ
屋根・天井・床等

④シートＣ
基礎・基礎壁

⑤部位Ｕ値計算シート
各部位の平均熱貫流率を算出

するのに使用

出典：一般社団法人 住宅性能評価・表示協会
平成28年度省エネルギー基準に基づく外皮計算書

【H28】木造戸建て住宅［標準入力型］EXCEL版 ver2.45



３．外皮面積の算出範囲と外壁面積算出寸法について

外皮とは、外気等に

接する天井（小屋裏
又は天井裏が外気に
通じていない場合に
あっては、屋根）、
壁、床及び開口部並
びに当該単位住戸以
外の建築物の部分に
接する部分をいいます。

標準計算
ルート時に

必要

出典：改正建築物省エネ法 オンライン講座
住宅省エネルギー技術講習テキスト【令和２年度作成】

【基準・評価方法編】（第２版）6



外壁面積算出寸法について

注意ポイント！
地盤面から基礎天端までの寸法が
400mmを超えていないか確認。

出典：改正建築物省エネ法 オンライン講座
住宅省エネルギー技術講習テキスト【令和２年度作成】

【基準・評価方法編】（第２版）7



４．基礎等の熱損失量の計算における
新計算法と旧計算法の違いについて

新計算法 旧計算法

注意ポイント！
地盤面から基礎天端までの
寸法を確認。

出典：一般社団法人 住宅性能評価・表示協会
平成28年度省エネルギー基準に基づく外皮計算書

【H28】木造戸建て住宅［標準入力型］EXCEL版 ver2.4（更新日：2022年4月11日）
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５．外皮計算書【標準入力型】による
内訳計算シートＣ（基礎壁、基礎等の熱損失量）の入力について

旧計算法の場合

①土間床等の
面積を入力

②土間床等の
外周長さと

線熱貫流率を入力

③基礎形状及び基礎高さ
を確認のうえ入力

（基礎高が400mm以下の
場合は不要）

出典：一般社団法人 住宅性能評価・表示協会
平成28年度省エネルギー基準に基づく外皮計算書

【H28】木造戸建て住宅［標準入力型］EXCEL版 ver2.4（更新日：2022年4月11日）9



新計算法の場合

（↑詳しくは次頁で説明）
③基礎壁等入力

①土間床等の
面積を入力

②土間床等の
外周長さと

線熱貫流率を入力

出典：一般社団法人 住宅性能評価・表示協会
平成28年度省エネルギー基準に基づく外皮計算書

【H28】木造戸建て住宅［標準入力型］EXCEL版 ver2.4（更新日：2022年4月11日）10



※①の方が、計算的には簡易ではありますが、
②よりも①のほうが、全体の外皮平均熱貫流率が大きくなります。
ただし、②の方法は適用範囲が限られますのでご注意ください。

新計算法による
2）土間等の外周高さと
線熱貫流率に使用する
値について

出典：改正建築物省エネ法 オンライン講座
中級者向け省エネ計算演習講習会テキスト
追補版抜粋テキスト【令和４年度作成】11



新計算法による
2）土間等の外周高さと線熱貫流率に使用する値について

出典：改正建築物省エネ法 オンライン講座
中級者向け省エネ計算演習講習会テキスト
追補版抜粋テキスト【令和４年度作成】12



※②の方法は適用範囲が限られますのでご注意ください。 出典：改正建築物省エネ法 オンライン講座
中級者向け省エネ計算演習講習会テキスト
追補版抜粋テキスト【令和４年度作成】

新計算法による
2）土間等の外周高さと線熱貫流率に使用する値について

注意ポイント！
基礎立上り部分の断熱材に
ついて確認。

無断熱の場合は、
方法①の値（前ス
ライド参照）を
使用して計算。
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断熱等性能等級4以上（標準計算ルート使用時）を
取得するうえでの必要図書

①設計内容説明書
（自己評価の根拠となる設計内容 ※各申請において様式は異なります）

②意匠図
（配置図、仕様書、平面図、床面積求積図、立面図、断面図または矩計図、基礎伏図）

③外皮計算書
（申請する等級の基準値について、計算により満たしているもの）

④外皮面積求積図
（熱的境界において、それぞれの外皮面積が確認できるもの）
※意匠図で確認できるものは省略可能

⑤開口部（窓、ドア）の性能値が確認できるカタログ等

⑥断熱材の性能値が確認できるカタログ等
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